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OECD Test Guideline 442C 収載 

ADRAによる皮膚感作性評価受託試験 

ADRA(Amino acid Derivative Reactivity Assay)はNAC(N-(2-(1-naphthyl)acetyl)-L-
cysteine)とNAL(α-N-(2-(1-naphthyl)acetyl)-L-lysine)を用いた、化学物質の皮膚感作性評価
試験の動物実験代替試験法です。 

OECD(経済協力開発機構)が定義する、皮膚感作性の有害性発現経路の4つのKey event(KE)のうち、
感作性物質とタンパク質が結合し、複合体を形成する過程(KE1)での反応性の評価に使用できます。 

OECD Test Guideline 442Cに収載されています。 

■ADRA試験とは 

■皮膚感作性評価メカニズム 

■当社キット・PSアフィニティー法の原理と自動化プロトコル 

皮膚感作性の発現は感作性物質とタンパク質が結合し複合体を形成することから始まります。 

（Key Event 1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この結合は、タンパク質に含まれるシステインのチオール基またはリジンのアミノ基との共有結合に
よって発生します。ADRAは、タンパク質の代わりにNAC(システイン誘導体)、NAL(リジン誘導体)
を用い、これらと被験物質の反応性からタンパク質との結合性を予測します。 

 

 

 

 

 

 

反応性の評価は、NAC・NALの溶液と被験化合物の溶液を混合し、25℃で24時間反応させたのち、反
応液中に残存するNACとNALそれぞれの濃度をHPLCで定量し、その結果を元に皮膚感作性を評価しま
す。 
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近日開始予定 

この結合は、タンパク質に含まれるシステインのチオール基またはリジンのアミノ基との共有結合に
よって発生します。 
ADRAは、タンパク質の代わりにNAC(システイン誘導体)、NAL(リジン誘導体)を用い、これらと 
被験物質の反応性からタンパク質との結合性を予測します。 

反応性の評価は、NAC・NALの溶液と被験化合物の溶液を混合し、25℃で24時間反応させたのち、 
反応液中に残存するNACとNALそれぞれの濃度をHPLCで定量し、その結果を元に皮膚感作性を 
評価します。 

皮膚感作性の発現は感作性物質とタンパク質が結合し複合体を形成することから始まります。 
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x ■解析例 

■必要サンプル量・価格・納期 

■p-ベンゾキノン（陽性例） 

■グリセロール（陰性例） 

〇必要サンプル量：サンプルの分子量などにより異なりますのでお問い合わせください。 
・使用できる溶媒：水、アセトニトリル、アセトン、5%DMSO/アセトニトリル 
・測定濃度：1 mM（20 mMで溶解性確認テストを実施します。） 
 

〇価格：お問い合わせください。 
 

〇納期：サンプル受領後2ヶ月程度 
    速報（メールベースでのご報告）は1ヶ月程度でご案内致します。 
※サンプル量や試験の混み具合で納期をご相談させていただく場合があります。予めご了承ください。 

 

緑：被検物質 赤：NAC または NAL 青：被験物質＋NAC または NAL 
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p-ベンゾキノンについては、NAC・NAL共にピーク面積の減少が確認出来ているため、皮膚感作性陽性と判断。 
グリセロールについてはNAC・NAL共にピーク面積の減少が見られないため、皮膚感作性陰性と判断。 


